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国際ロータリー会長
ゲイリー C.K. ホァン（黄 其 光）

国際ロータリー第 2690 地区（鳥取・島根・岡山）
2014 － 2015 年度　ガバナー 松本 祐二

（地区スローガン）「笑顔でSERVICE」

 「また寄付の話かい？ロータリーは寄付！寄付！寄付！の団
体だねえ」と声が出てきます。「ロータリーは入会して友達
を得て友情を育み、奉仕活動を学び実践する場ともいわれ
るけど活動資金の話では結局『寄付』なんだよね」とも反応
が返ってきます。
　ロータリー財団への寄付や米山記念奨学会への寄付に
ついて触れてみましょう。ロータリー財団への寄付にはいく
つか種類がありますが、年次基金への寄付と呼ばれるもの
があります。この「年次」というのは毎年続けるということ
で財団のプログラムを存続させる役割を果たしています。寄
付されたお金はロータリー財団が３年間様々な投資活動を
して運用され寄付額よりも多くなって地区に戻されることに
なっています。
　2004年５月以来Every Rotarian Every Year と呼ばれ、
ひとり一人が毎年寄付をしてほしいという計画です。日本語

では「毎年あなたも100ドルを」と翻訳されています。世界
中の地域社会で、平和の推進、水と衛生の改善、教育の支
援、地元経済の促進、母子の健康改善、疾病の治療・予防
などの活動に使われています。現在のような地区補助金の
制度が出来上がる前にはこのような分類はありませんでし
たが、実際に行われている奉仕活動はほとんどがこれらの
分類に振り分けられるものでした。このためあらかじめ奉
仕活動の分野を６つに分けているのです。
　「毎年あなたも100ドルを」の掛け声とは別に1957年から
「財団の友」会員Rotary Foundation Sustaining Member 
というのがあるのをご存知ですか？ポール・ハリス・フェロー
として一括1,000ドルを寄付するのではなく、無理のない範
囲で、１回目に100ドルを寄付し、1,000ドルに達するまでは
随時寄付するというポール・ハリス・準フェロー制度（Paul 
Harris Sustaining Member）です。1992年に名称が変わっ
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て現在の呼び方になりました。1,000ドルに達した後も寄付
し続けると定義されていますので財団の友と呼ばれていま
す。2002年10月には再定義がされていて年次基金に毎年
100ドル以上寄付する人のことをいうようになっています。例
会ごとの１コインの500円で年間200ドルを超える寄付にな
りますので充分財団の友として登録できるのです。
　実を言えばこの原稿を書いている４月上旬にはまだ地区
内にロータリー財団への年次寄付がゼロのクラブが少数な
がらあるのです。ポリオに使途を指定した1,000ドルの財団
への寄付はポール・ハリス・フェローにはカウントされます
が、年次基金への寄付としては扱われません。ご注意が必
要です。
　クラブ単位では時々行われている100万ドルの食事やポリ
オプラスランチあるいは米山ランチなどと呼ばれる節約した
食事で年次寄付などに充当されている場合もあると思いま
す。わずかな金額であっても世界中での積み重ねは大きな
金額になってゆきます。ともすれば大きな金額の寄付に目を
奪われますが、金額の大小にかかわらず有効な寄付金にな
りますので認識を新たにして下さい。
　2005年７月から日本では全国レベルでスタートしたポー
ル・ハリス・ソサエティPaul Harris Society（PHS）と呼ばれ
るプログラムがあります。これは財団の友よりも金額の大き
な寄付になり、毎年、年次基金、ポリオ、承認済みのロータ
リー財団補助金に1,000ドル以上を自ら寄付することを選ん
だ寄付者を認証するものです。
　ここ数年あまり強調されていませんが、恒久基金への寄
付は1,000ドル以上の寄付でベネファクターと呼ばれます。
これは寄付したお金を運用はしますが、運用益の部分だけ

を奉仕活動に使用して寄付金は永久に基金の元金になるシ
ステムです。財団は2025年までにこの基金を10億ドルにする
ことを目標にしていますので、やがてベネファクターについて
も声がかかる日が来ると考えています。
　米山記念奨学会の仕組みや内容については以前に紹介
していますので今回は省略しますが、昔話をしてみましょ
う。かつて１ドルが360円の時代にはポール・ハリス・フェ
ローになるには36万円を必要とする時代がありました。その
後の為替相場の変動で1,000ドルの価値は日本円では１／４
以下にまで下がりました。１ドル360円の時代の米山功労賞
は1,000ドルよりも安く設定されており当時は30万円だったよ
うです。その後様々な変遷があり現在では米山功労賞は10
万円、準米山功労者は３万円となっています。
　元に戻ってロータリー財団の話ですが、様々な経済状況
によって充分な運用益が出ないこともありますが、長い目で
見ていると年次基金の運用は何とか利益を確保しているよ
うです。今後の運用状況によっては資金の５％までは管理
費に流用される可能性もあります。しかし、ロータリー財団
の強みはほとんどの年度で寄付された金額以上の奉仕活
動資金になっているということです。他団体の寄付金を追
いかけてみると寄付したお金よりも資金の管理や組織の維
持にまで寄付金が使われている団体が少なくないことをご
認識ください。
　ロータリー財団の使命は「ロータリアンが、人々の健康状
態を改善し、教育への支援を高め、貧困を救済することを
通じて、世界理解、親善、平和を達成できるようにすること」
です。奉仕活動で接した笑顔には寄付の苦労を忘れさせて
くれるものがあります。
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　第７回全国ＲＹＬＡ研究会が、2015年３月22日㈰国立オ
リンピック少年総合センター（東京）で開催されました。
　国際ロータリー第2690地区からは、庄司尚史ガバナーノミ
ニーと、岡﨑世作　地区新世代ＲＹＬＡ委員会副委員長と
私の３人の出席でした。
　ＲＹＬＡ（Rotary  Youth  Leadership  Awards）とは、
ロータリー青少年指導者養成プログラムといい、年齢14～
30歳の若者を対象にスキルと人格を養いながら、奉仕や高
い道徳的規準や平和などロータリーの価値観を学ぶ機会を
提供する場と言われています。
　研究会では、田中作次国際ロータリー元会長と南園義一
国際ロータリー元理事の基調講演から始まりました。
　田中作次元会長は、「ロータリーには、若者の人生を変え

る力があると信じている。」「ロータリーのＲＹＬＡプログラ
ムは青少年たちの今後の人生へのプレゼントになるはず。」
といった話をされました。
　南園義一元理事からは、「青少年奉仕活動の基本方針」
「青少年奉仕のビジョンと理念」「リーダーシップについ
て」など、いろいろな示唆がありました。
　その後ＲＩからの報告や、実際にＲＹＬＡを体験された
ＲＹＬＡrianからの報告がありました。ＲＹＬＡrianの皆さ
んは一様に、リーダーシップについて学んだ事など、有意義
だった体験を披露して下さいました。
　第2690地区では、2015年４月29日（水・祝）に益田で防災
をテーマに、高校生を対象にして、今年度のＲＹＬＡを開催
しました。機会があれば報告させていただきます。

第７回全国ＲＹＬＡ
研究会に参加して

地区新世代ＲＹＬＡ委員会 委員長

松本　浩二  （Koji Matsumoto）

（益田西ロータリークラブ）
萩・石見空港
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2014－ 2015年度

ガバナー補佐
“ 第 4 クォーター ”

メッセージ

未来が拓けそう
今日（3月7日）現在の私は、4月26日に開催されるIM
の準備で頭も体も手一杯です。
ホストクラブを務めるとなると、問われるのは構想力
と運営能力。
なので、こんなふうに考えています。

「オリジナリティーがあり、楽しさがある。」IMに求められる真骨頂です。そ
して、「おもてなしの気持ちに溢れた、行き届いたサービス。」これにより、
時間とお金をかけて倉吉まで来た甲斐があったとの満足感を味わっていた
だく…となれば良いのですが－－－－－。
８ヶ月間余のガバナー補佐、おつとめ所感。
一昨年９月の第１回次期ガバナー補佐会以降、PETS、地区研修・協議会、
公式訪問、地区大会等々数多く経験し、その都度正面から向き合ってやっ
てきました。
今感じていることは“楽しい”、“一所懸命が一番”。未来が拓けそうです。

第 1 グループガバナー補佐 太田　　勝 倉敷中央 RC

第3グループの現状とお願い
今年度も残すところ３ヶ月余りとなりました。
年度当初松本祐二ガバナーは最重点目標に「会員増
強３％の純増」と掲げておられます。この事は各クラ
ブにとっても運営上大変重要な事だと考えておりま
す。年度末まで更に目標達成にご協力願います。

また、重点目標として10の項目を掲げておられます。
出席率は、ほぼ90％を達成頂いています。
ロータリーデーは、各クラブとも何らかの形で実施頂いています。
ロータリー財団・米山記念奨学会寄付は、目標達成に向けてご協力願いま
す。
ロータリーカードは、有効期限切れによる失効で加入率が下がっています。
第３グループで40％超えは１クラブのみです。今一度ご確認の上加入率向
上にご協力願います。

第 3 グループガバナー補佐 野津　洋三 松江南 RC

第５グループの全５クラブにとって松本ガバナー年度
第１～２四半期は地区大会の主催者又はホストクラブ
としてそれぞれが大きな役割を担い地区大会を成功
に導くために一致協力した期間でした。
３月29日開催の第３・４・５グループ合同ＩＭ〔テー
マ：ロータリーデー「Ｅｎｄ Ｐｏｌｉｏ Ｎｏｗ」今こそ

ポリオ撲滅のとき〕は全15クラブがこのテーマに沿って活動し、その成果を
発表するという画期的な試みをいたします。
これらは人と人との密接な繋がりを大切にするロータリーにとって素晴らし
い機会になります。 
会員増強は11月時点で第５グループの５クラブ中２クラブがマイナスです
が、今日までに培ったクラブ間のホットな雰囲気を生かして一層の増強に努
める決意です。

第 5 グループガバナー補佐 中山　俊彦 浜田 RC

ガバナー補佐としての８ケ月のロータリー活動
⑴会員増強
　期首2014.7.1の会員数は287名であった。米子東RC
　の貢献があり、６月末までに予定される増員数は25
　名で、312名となり、増加率8.7%と頑張りました。

⑵ロータリーカードの加入増
ガバナー指針は会員比率40%です。期末には26名の増加の予定で、所有
者73名となります。米子中央ＲＣではプラス９名が見込め20名で会員比
率が55.6%の見込み。

⑶出席率向上
12月マンスリーで第２グループの出席率はメーキャップ後の出席率：
86.68％。11グループ・９位。ホームクラブ出席率：74.45％。11グループ・
11位。３大目標の内、２項目はほぼ達成ながら出席率向上は残念ながら
次年年度の活動に期待します。

第 2 グループガバナー補佐 福元　儀智 米子中央 RC

本年度、松本ガバナーは、３％の会員増強を地区最重
点目標と提唱されている。 
９ヶ月が過ぎ、第４グループにおいては、３％の目標を
達成されたクラブもあるが、会員増強に苦労されてい
るクラブもある。
会長をはじめ、増強委員長の並々ならぬ努力を感じ

る。 
又、一方では、会員の退会防止にも、力を入れて活動していただいている。
いずれも、地方の経済の低迷も、少なからず影響があるようにも思える。 
例会日に増強委員会が、意見交換やアンケート等実施するなど、各クラブで
いろいろアイディアを盛り込んで、増強について計画、実行されている。 
残り４ヶ月、年度終盤ではあるが、入会予定者があると聞いている。
今後共、メンバー全員で会員増強に努めたいと思います。

第 4 グループガバナー補佐 高砂　明弘 平田 RC

※印刷物である関係上、執筆から発行まで期間を要しております。
　ご了承ください。（電子版は地区ホームページにございます。）
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２月の第３回目の訪問の際にもお願いしましたが第
2690地区の最重点課題、10の重点目標を着 と々実施
されておられると思います。特に会員増強が第一です
が、当第７グループでは３％増強にあと一歩に近づい
ています。2014－2015年度も余すとこ３か月になりまし
た。第７グループ各ＲＣの皆様ご協力を切にお願いし

ます。
先日のＩＭで発表された各クラブの活動はそれぞれの特徴・歴史を背景に
多彩で大変有意義な報告でありました。この活動をＳＮＳへ投稿することに
よりロータリーの知名度アップに繋がることは間違いありません。すでにお
願いしましたがこの成果をＲＩのビデオコンテストに応募していただけてい
ると思います。

2014－2015年度会員増強達成に向かって
ゲイリーＣ.Ｋ.ホァンＲＩ会長賞を勝ち取ろう！獲得の
実績報告期限は３月末日迄となっていますが如何で
しょうか？順調に当初計画を遂行しラストランに入っ
ているクラブ、仕上げに向かって突進しているクラブ、
弱った後４ヶ月でどうしょう！各クラブそれぞれ事情を

抱えながらのクラブ運営だと思います。
松本ガバナー本年度目標10項目。最重点目標は会員増強、会員補強です。
仲間が増える、仲間をつなぐ、人儲けだ！人貧乏したくない。手に手つない
で輪を広げましょう。今年度ラストスパートを会員補強に絞って各クラブとも
一丸となって邁進して頂きたい。先日のＩＭ基調講演で小野晋也先生は声
を張りあげ、足踏みをし、或いは地団駄を踏んでいたのかも知れませんが、
皆でやろうぜー。「夢出せ！」「知恵出せ！」「元気出せ！」各クラブ10％
ＵＰの会員増強達成を実現させ、2014－2015年度ロータリーに輝きをもたら
すことを切望しております。

第 7 グループガバナー補佐 池上　　正 倉敷南 RC第 6 グループガバナー補佐 中村　莞爾 高梁 RC

松本ガバナーは、地区の最重点目標に会員増強を掲
げ、今年度中に98名（３％）の純増を目指しておられ
ます。第９グループにはすでにその目標を達成できた
クラブもありますが、残念ながら退会者もあって、グ
ループ全体としては今の所増減０です。既に働きかけ、
「入会まで今一歩」の候補者も何人かおられるように

聞いていますし、女性会員の増強も検討の価値があると思います。地域の
特殊事情も加わり、様々な困難もあると思いますが、各クラブとも、会員全
員で目標達成のために尽力いただきますようお願いいたします。
なお、多くのクラブで予想外の退会による増強計画の狂いが出ています。
会員親睦などクラブ活動の見直しを希望します。

第 9 グループガバナー補佐 駒澤　　勝 備前 RC

会員増強に関する現状報告
2014年７月から2015年３月までの８か月間に関して第
11グループに属する６クラブにおける会員増強の動向
調査をさせていただきました。
併せて各クラブの出席率も調査いたしましたので報告
いたします。

岡山丸の内ＲＣ：４名増（現42名）、岡山備南ＲＣ：２名増（現33名）、岡山
西南ＲＣ：１名増（現61名）、岡山城ＲＣ：現26名変わらず、岡山西ＲＣ：４
名増７名減（現68名）、岡山岡南ＲＣ：３名減（現32名）会員減の理由は死
亡１名、退職、転勤によるものでした。
出席率は岡山城ＲＣ：92 .69％、岡山備南ＲＣ：86.52％、岡山西ＲＣ：
85.49％、岡山西南ＲＣ：84.64％、岡山丸の内ＲＣ：81.52％、岡山岡南ＲＣ：
78.46％でした。
各クラブとも会員増強委員会を中心に様々な創意工夫と努力を重ねておら
れますが、なお一層の奮闘を期待する次第です。またこの調査への御協力
に対し、心より感謝申し上げます。

第 11 グループガバナー補佐 笛木　久雄 岡山備南 RC

「Ｌｉｇｈｔ Ｕｐ Ｒｏｔａｒｙ」「笑顔でＳＥＲＶＩＣ
Ｅ」各クラブはその地域に十分に腰をおちつけ、その
地域を諸事で盛り上げていくことでおのずとそのクラ
ブ自体も盛り上がり「Ｌｉｇｈｔ Ｕｐ Ｒｏｔａｒｙ」とな
るのではないでしょうか。
ガバナーの掲げられた「重点目標」の各クラブにおけ

る進行状況はいかがでしょうか？
「最重点目標の３％増加」に関しては約半数のクラブで達成。「出席率…」
は８０％後半が大半。「ＲＩ会長賞」は現在１クラブ。「未来夢…」も実施ク
ラブ５０％。「ＥndPolio…」「ロータリー財団…」はほとんどのクラブ達成。
「ロータリーカード」は約半数。「ロータリーデー」「青少年…」は今までの
活動をあてている。「米山…」は進行中が多いように思います。「目標」達成
のためご協力おねがいします。

第 8 グループガバナー補佐 中井　靖典 真庭 RC

増強！　増強！　増強！
松本ガバナーは今年度の最重点目標として“純増３％
以上”を掲げられた。第10グループの６クラブ中で目標
達成はたった１クラブのみである。今回各クラブを訪
問して、例会の出席者が以前に比べて、かなり減った
ように思えてならない。

“増強”はガバナーに言われるまでもなく、自クラブの最優先目標である。会
員数が増加すれば、人と人との繋がりも増え、例会も楽しくなるし、各事業
に回せる予算も増え、クラブも活性化していく。減少するのを放置しておけ
ば、経済的にもクラブの存亡にかかわる。まだ３カ月もある。各クラブが一
致団結して取り組もう！

第 10 グループガバナー補佐 水内　淳一 岡山南 RC
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第 10・第 11 グループ Intercity Meeting
　2014−15年度国際ロータリー第2690地区第10・
第11グループIntercity Meetingが２月8日、岡山コン
ベンションセンター・岡山全日空ホテルで開催されまし
た。本年度、松本地区ガバナーは「笑顔でSERVICE」
を地区スローガンとして掲げ、地区重点目標の３番目
に地区補助金プロジェクトを地区内で40以上実施する
としています。松本地区ガバナーのご意向を尊重し、本
年度のIntercity Meetingでは、第10・第11グループ
で計画された地区補助金プロジェクトの紹介に焦点を当
ててみました。開会式で松本地区ガバナーのご挨拶の後
に、特別講演として、地区ロータリー財団委員長の伊藤
文利様より、「ロータリー財団をもっと活用し、ロータ
リーを広めよう」という地区補助金の活用をテーマにお
話をしていただきました。そして、特別講演終了後、本
年度の第10・第11グループより地区補助金事業を実施
された７つのクラブから、それぞれの担当者より下記の
とおり、プロジェクトが発表されました。
　①岡山備南RC／「伝えよう晴れの国岡山の魅力」避
難・移住者家族に岡山の良さを伝えるプロジェクト　②
岡山中央RC／国立療養所長島愛生園の歴史と現状を知
るプロジェクト　③岡山南RC／絆深めて明日へ3.11避
難・移住者交流会　④岡山西南RC／児童養護施設「南
野育成園」児童への「読み聞かせ会」「講読会」開催と
会員推薦・優良（装丁）図書「人生の一冊」の寄贈事業

　⑤岡山北RC／福島−岡山交流ミニバスケットボール
大会−福島と岡山の子どもたち180名を対象にミニバ
スケットボール大会の実施−　⑥岡山丸の内RC／ESD
（持続可能な開発のための教育）のための自然ふれあい
教室　⑦岡山西RC／国際貢献をめざす青少年およびそ
の指導者への教育指導支援
　以上のプロジェクトは、ロータリー財団の使命とされ
る奉仕活動の支援、災害救済、地元や海外での奉仕活動
に即した素晴らしい事業でした。まとめに水内淳一第
10グループガバナー補佐より、今回の発表が次年度以
降のさらなる地区補助金の活用と活発なロータリーの奉
仕活動に繋がることを期待していますと総括され、事業
紹介が終了しました。
　閉会式では、松本地区ガバナーから講評をいただい
た後、ポール・ハリス・ソサエティの認証式、次期ガ
バナー補佐の紹介と続き、笛木久雄第11グループガバ
ナー補佐の点鐘で閉会しました。
　このたび、ホストクラブとして運営側で参加をしまし
たが、改めてIntercity Meetingが、ロータリーの目的
を再確認する場とともに、地区内の交流を深める貴重な
会議であることを学ぶ良い機会となりました。ご協力い
ただきました第10・第11グループの参加者の皆さまに
心より感謝を申し上げます。
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第６グループＩＭ報告
　本年度第６グループのＩＭは、２月22日㈰松本祐二
ガバナー、森下和郎パストガバナー、佐藤芳郎ガバナー
エレクト、鈴木紘一次期ガバナー補佐、須山羚治地区代
表幹事をお迎えし、高梁ＲＣをホストに、第６グループ
の多くの会員の方々に参加をいただき、高梁国際ホテル
で開催しました。
　今回は、第８グループ中井ガバナー補佐以下真庭ＲＣ
10名の特別参加をいただきグループ間の交流も含めた
ＩＭを開催することが出来ました。
　中村ガバナー補佐の点鐘で本会議が始まり、基調講演
には「山田方谷の人づくり」をテーマに小野晋也先生
にご講演をいただきました。先生は山田方谷に造詣が
深く、各地で講演をされ、著書も発刊されておられま
す。山田方谷は「理財論」の実践で備中松山藩の藩政
改革を成し遂げ、三島中洲をはじめ、多くの人材を育て

ました。先生の熱のこもったお話は拝聴した会員の方々
に感動を与えた事と思います。山田方谷の言葉の「至誠
惻怛」（誠意を尽くして人を思いやる心）こそ、ロータ
リーの「超我の奉仕」に相通ずるものと思います。
　続いてクラブの活動報告の発表をしていただきまし
た。各クラブともクラブの特徴を出された発表で、お互
い刺激を与えられ今後のクラブ活動の参考になったもの
と思います。最後の懇親会は同じ会場で行いましたが、
少々会場が狭くご迷惑をおかけしましたが狭い分お互い
の間隔も近く、より親睦が深まったものと思います。最
後になりましたが、全員登録のご協力をいただきました
第６グループの会員の皆様、吉備国際大ローターアク
ト、米山奨学生李善鏞君、そしてお茶席のお世話をして
いただいた会員奥様方に御礼を申し上げＩＭの報告とし
ます。
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国際ロータリー第 2690 地区
各クラブ会長様へ

国際ロータリー第 2690 地区　
地区ガバナー　松本　祐二　

木曽御嶽噴火災害へのご協力のお願い

拝啓
　皆様におかれましてはご健勝にてロータリー活動にお取組みの事と慶賀に存じます。
　さて、表題の件について国際ロータリー第 2600 地区ガバナー　中川博司様より下記の通り協
力依頼がありました。

　第 2600 地区では、今期は南木曾での土砂流出、木曽御嶽山噴火、長野北部地震と三度の自然
災害に見舞われました。いずれの地域も次第に日常を取り戻しつつありますが、地元の観光産業
への長期的影響や風評被害が懸念されています。
　木曽御嶽はすでに活動も弱まっており、スキー場、ゴルフ場、温泉などを含む周辺の観光地は
以前どおり営業を再開しておりますが、以前の活気をとりもどすにはまだまだ相当の時間が必要
です。そこで第 2600 地区では、クラブの例会や会合、ゴルフコンペなどを出来る限りこうした
被災地に出向き、間接的な支援を行おうと実施されつつあります。近隣地区を除けば、遠方から
お越しいただくのは大変ですが、全国のロータリアンの皆様にも同様の支援をお願いいたしたく
思う次第であります。
　雄大な御嶽を望む開田高原や漆器の里、温泉などもあり四季折々にお楽しみいただけます。こ
れからは本当に美しい季節を迎えます。どうぞお足をお運びくださいますようお願い申し上げま
す。
　なお、本件に関するお問い合わせは第 2600 地区ガバナー事務所、さらにご検討の際には、当
該地区の木曽ロータリークラブがご案内、予約など便宜を図らせていただきますのでどうぞご活
用下さい。

お問い合わせ先
木曽ロータリークラブ	 ℡：0264 － 52 － 4812	 Ｅ -mail：kiso.r.c@yama-in.co.jp
中川博司ガバナー事務所	 ℡：0265 － 73 － 2600	 Ｅ -mail：nakagawa-g@triton.ocn.ne.jp

以上のとおり、お知らせいたします。間接的な支援、何かの機会に協力をしてあげてください。
敬具　
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ガバナーと
語ろう会だより

2015年 1月31日土

2015年 2月2日月2015年 2月2日月

2015年 2月10日火2015年 2月6日金

赤磐ロータリークラブ

第１１グループ新会員牛窓ロータリークラブ

倉敷中央ロータリークラブ益田ロータリークラブ

会場

会場会場

会場会場

西側荘

メルパルク岡山永楽会館

冨来屋市原家
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◆地区だより（2015年 2月）
◆新会員ご紹介

◆ロータリー財団への寄付
ポール・ハリス・フェロー

岡本安量
鳥取西 RC

杉原弘一郎
米子東 RC

福間利行
出雲 RC

浅田憲三
出雲 RC

新井善久
笠岡東 RC

櫻井健一
津山 RC

高橋憲志
岡山東 RC

大山茂生
鳥取北 RC

畑山勝己
隠岐西郷 RC

植木隆光
新見 RC

向井利夫
鳥取 RC

前川和樹
米子 RC

木村正典
益田西 RC

中村英明
倉敷 RC

伊木勝道
倉敷 RC

忠政一行
倉敷瀬戸内 RC

西野和弘
倉敷瀬戸内 RC

神谷英伸
津山西 RC

坂野充典
津山西 RC

渡邊吉幸
津山西 RC

浅原晶子
岡山南 RC

岡﨑秀紀
岡山東 RC

メモリアル・コントリビューター　ポール・ハリス・フェロー

●出雲RC　飯島菊次郎　会員が、亡き養子　飯島憲孝のために。

クラブ使途指定寄付（ポリオプラス）

●松江しんじ湖RC…2,678.57ドル（クラブ創立20周年記念講演講師謝礼をポリオプラスに）

使途指定寄付をいただいた方々（ポリオプラス）

●出　　雲RC…福間利行
●岡 山 東RC…阿部英夫　赤松興一　荒川謙三　安藤究真　土井雅人　藤井一也　藤岡千秋　藤原唯朗　深田浩史
　　　　　　　福武義修　舟橋弘晃　日名一誠　弘中　環　本德義明　堀　善直　池田博昭　井上　一　井上英雄
　　　　　　　井上和宣　石原彰二　石井英行　糸島達也　貝原明宏　神田　豪　勘藤　晋　萱原一則　木村　旭
　　　　　　　北村正発　小橋雅治　児島正和　児島道浩　近藤典博　近藤聡司　黒住陽一　眞殿重喜　松本　崇
　　　　　　　三垣日出人　三好和宏　森元幹雄　村松　太　根木克己　西本　晃　仁科恭一郎　西下裕平　丹羽国泰
　　　　　　　岡本　哲　大橋正禎　大森達也　大河原喬　大西直規　大澤俊哉　齊藤博臣　齋藤信也　斉藤良仁
　　　　　　　佐藤英明　更井正人　佐々木篤　世良　仁　塩見泰利　諸國眞太郎　白髭勇一　末藤達也　菅野正則
　　　　　　　砂山有生　高橋憲志　多田正勝　髙藤祚嗣　髙山眞司　武　和志　冨岡正機　冨山直司　友野昌平
　　　　　　　鳥居　滋　坪井俊郎　内山　淳　内山隆義　浮田　實　浦上澤之　若林宣夫　和氣伸吉　渡辺　学
　　　　　　　渡邊修司　山田泰照　山本督憲　山下和也　山下貴司　横手典明　横山　洋　米田弥寿雄　吉野夏己
　　　　　　　坪井二郎　大塚　学　横田　亮　花岡正敬　岡﨑秀紀

1

1

3 6 2 1 1 1
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クラブ年次寄付

●出　　雲RC…11ドル（新入会員寄付）
●笠 岡 東RC…3,576.3ドル（ミリオンダラーミール188.14ドル、ゴルフ同好会より169.49ドル）
●倉　　敷RC…3,084.75ドル（その他）
●岡　　山RC…601.69ドル（ミリオンダラーミール）
●岡 山 東RC…726.88ドル（ミリオンダラーミール706.88ドル、新入会員寄付20ドル）
●玉　　野RC…2,966.10ドル（その他）

●倉 吉 東RC…春山貞洙　藤井武親　井木久博　仲村美枝　小椋和彦　大平純二　大坂芳郎　太田拓志　清水雅文
　　　　　　　富山孝司　戸﨑恭一郎
●米 子 東RC…秦野愛子　野津一成
●倉 敷 南RC…中川泰雄
●津 山 西RC…神谷英伸　渡邊吉幸　坂野充典
●岡 山 東RC…吉野夏己　坪井俊郎　塩見泰利

年次寄付にご寄付いただいた方々

●倉　　吉RC…142,500円　　　　●出雲中央RC…115,000円
●総　　社RC…  92,500円　　　　●倉　　敷RC…364,000円
●倉敷中央RC…  35,000円　　　　●倉 敷 東RC…  97,500円
●岡山北西RC…106,000円　　　　●岡山後楽園RC…135,000円
●岡 山 北RC…    2,500円（新入会員）

クラブ普通寄付

●鳥　　取RC…80,800円（米山ランチ）
●笠　　岡RC…26,928円（米山ランチ）
●笠 岡 東RC…20,000円（ゴルフ同好会より）

クラブ特別寄付

白髪克也
倉敷南 RC

三宅達夫
笠岡東 RC

藤原　學
岡山後楽園 RC

笛木久雄
岡山備南 RC

大西克典
鳥取中央 RC

秋山義信
岡山後楽園 RC

黒﨑政彦
岡山備南 RC

奥村二郎
岡山城 RC

河野一郎
岡山備南 RC

山下一盛
岡山備南 RC

田邊敬三
岡山後楽園 RC

池上　孝
岡山後楽園 RC

米山功労者　メジャードナー 米山功労者

1

◆米山記念奨学会への寄付

81 1 21 1

1 44 3

4 4
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訃　報

長谷川三郎 会員
（津山RC）
2015年2月16日ご逝去（享年95歳）
1968年1月入会

（名）長谷川
役員
ガラス販売
１９７４年－１９７５年
津山ロータリークラブ第１９代会長
他　理事役員　各委員長を歴任
マルチプル・ポール・ハリス・フェロー（３回）
米山功労者（１０回）

髙見仁将 会員
（津山RC）
2015年2月19日ご逝去（享年76歳）
1981年2月入会

医療法人　社団　高見徳風会
理事長
病院経営
１９９３－９４年度　副会長
他　理事役員　各委員長を歴任
ポール・ハリス・フェロー

謹んで哀悼の意を表し、ご冥福をお祈りします。

●鳥　　取RC…小谷文夫　中谷浩輔　土江征典　矢野弘之　油野利博　芦谷　茂　安住庸雄　馬場　進　藤川昭夫
　　　　　　　藤縄匡伸　福嶋登美子　船本源司　英　義人　星見清晴　池内勝彦　今井陸雄　石谷暢男　城健一郎
　　　　　　　甲斐英則　金坂弘一　木俣信行　木下裕之　岸本信一　小原隆三　幸田伸一　久保真人　倉下光明
　　　　　　　松本宏思　松浦　広　中村碩男　中尾喬一　西田良平　西谷佳和　野口稔浩　荻原誉康　大村匡由
　　　　　　　尾﨑　繁　嶋田耕一　四宮佑一　塩　　宏　杉山長毅　住川英明　鈴木　現　高橋哲夫　向井利夫
　　　　　　　竹内ひとみ　谷口譲二　谷口麻有子　谷本光正　豐島良太　坪井秀明　植木壽一　若本憲治　山岸晃浩
　　　　　　　山岸正明　山本康雄　米原正明　吉田友和
●鳥取中央RC…安陪幸伸　荒田潤之介　藤田泰央　福本竜平　浜田重喜　平田奏一郎　影井喜代次　亀井　長　岸野　優
　　　　　　　駒井重忠　熊田一隆　真嶋　茂　増田朋和　松下光昭　道田章仁　森原　強　森本雅義　森下和人
　　　　　　　中尾修治郎　西垣藤雄　西垣佳則　小椋智好　大佐古弘之　坂本　治　佐々木知啓　田中　清　谷岡　浩
　　　　　　　宇野次典　若松道明　山本哲己　山根勝　横山秀樹
●笠　　岡RC…山本義和
●岡 山 東RC…児島道浩
●岡山後楽園RC…赤畠　健　赤木　匠　秋定　健　荒木賢治　浅海淳一　土井基之　土井志郎　藤本隆志　藤本洋平
　　　　　　　深井豊久　福光富則　福島正春　蜂谷真規　長谷博明　畠瀬真治　居森正而　犬養吉晴　岩根宏行
　　　　　　　岸本泰博　小坂和也　國貞繁樹　丸山夏樹　松井浩明　宮﨑雅史　中村淳一　中村善一　那須保友
　　　　　　　岡村和則　大角雄三　佐伯行生　眞田伸二　芝田堅志　末光　茂　髙原弘海　高山雅之　谷本光音
　　　　　　　鳥越貞成　内山満義　吉田啓一
●岡山備南RC…足立富郎　安藤道則　藤井孝洋　深田昭司　本郷　亮　片山　誠　貝原千鶴　河口亮一　木下修二
　　　　　　　倉本琇介　黒川善和　三村明彦　難波昌洋　岡　延之　岡本真樹　恩田英宜　坂川陽子　髙戸賢一
　　　　　　　上原和成　若林　学

特別寄付をいただいた方々
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　「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして 1970 年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。
閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承
ります。また、一部資料はホームページで PDF もご利用いただけます。
　クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を
致します。

文庫通信 331号

◎「ロータリー東日本震災復興基金日本委員会活動報告」

 黒田正宏編集 2014　47p 

◎「街を流された方々を診て…」 畑山　徹 2013　4p （D.2830 地区大会記録誌）　　

◎「ロータリアンとは　その１～３」

 深川純一 2014　3p （伊丹 R.C.）（純ちゃんのコーナー Part XIII）

◎「ロータリーを輝かせる為には」 朱　秋龍 2015　10p （D.2710 地区大会特集号）

◎「国際ロータリーにおける中央集権と地方分権」

 直木太一郎 1971　3p　　

◎「『職業奉仕』は菩薩の両願」 塚原房樹 2015　1p （D.2510 月信）　　

◎「そして賽は投げられた」 久野　薫 2015　1p （D.2680 月信）

◎「『職業奉仕』の 10 分スピーチ」 新藤信之 2014　2p

◎「職業奉仕の森」 鈴木一作  －－　 13p

◎「ロータリーの倫理的行動指針の変換」 

 柿沼利明 2012　1p （古河東 R.C. 週報）

［上記申込先：ロータリー文庫 ]

ロータリー情報抜粋

〒 105 － 0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階
TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506　開館＝午前 10 時～午後 5 時
休館＝土・日・祝祭日　　http://www.rotary-bunko.gr.jp

ロータリー文庫
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コーディネーターニュース 2015 年 4 月号（2015 年 3 月 10 日配信）　　

「ロータリーの戦略計画は、クラブの活性化のため！」
〜衛星クラブのご紹介〜

第 2 ゾーンロータリーコーディネーター補佐　都筑　文男

　去る２月５日北清治、杉谷卓紀ＲＩ理事主催にて「国際
ロータリー・日本ロータリーチーム会議」が開催されまし
た。地域別会員増強計画プロジェクトリーダー辰野克彦様
をはじめ各ゾーンのロータリーコーディネーター（ＲＣ）、
ロータリー公共イメージコーディネーター（ＲＰＩＣ）、
ロータリー財団地域コーディネーター（ＲＲＦＣ）、及びそ
の補佐、恒久基金／大口寄付アドバイザー（ＥＭＧＡ）、研
修リーダーが一同に会し日本ロータリーチームメンバーの
地区及びクラブへの支援についてディスカッションをしま
した。私なりにまとめましたのでご報告致します。

◎ロータリー戦略計画は会員増強だけが目標の様に間
　違って理解されている
◎ロータリー戦略計画はクラブの活性化及び強化の指針
　であり強いクラブ作りに不可欠である
◎ＲＣ、ＲＰＩＣ、ＲＲＦＣ、ＥＭＧＡ等の認知度が低く、
　もっと各地区がコーディネーター、アドバイザーを積極
　的に活用してほしい（会員増強セミナー、会員研修セミ
　ナー、ＰＥＴＳ、地区研修・協議会等へ）
◎各リーダーが任期１年の弊害を排除し、地区もクラブも
　３〜５年の戦略計画（長期の活動計画）を作成してほし
　い（３〜５年後のクラブのビジョンを全員で描く）
◎クラブの戦略計画の立案や遂行には、直前会長、会長、
　会長エレクト、会長ノミニーの連携が重要であり、これ
　によりクラブ・リーダーシップ・プラン（ＣＬＰ）も推進
　できる
◎地区に「戦略計画委員会」を設置し、また、この委員会
　がクラブの戦略計画委員会（仮称）または、研修委員会
　をサポートし、クラブの活性化を援助してほしい
◎Ｅクラブや衛星クラブの設立により会員増強を推進して
　ほしい

　これらを参考に地区やクラブに合った戦略計画を立案
していただき更に活気のある楽しいロータリークラブにし
ましょう。

　ここで衛星クラブについてご紹介致します。2013年規
定審議会制定案13−32にて採択された新しいクラブの
形です。2013年手続要覧（４ページ）には以下のように掲
載されています。「ロータリー衛星クラブ（Ｒｏｔａｒｙ Ｓ
ａｔｅｌｌｉｔｅ Ｃｌｕｂｓ）は、いわば「クラブの中にあるク
ラブ」（潜在的クラブ）である。衛星クラブの会員は、その
スポンサークラブの会員でもある。衛星クラブは、スポン
サークラブとは別に例会を開くが、通常のロータリークラ
ブの規則に則って運営されなければならない。」衛星クラ
ブは、新しいロータリークラブを立ち上げたいが、創立会
員候補を20名すぐに集めるのは困難なため、少人数（最
低８名）でスタートした後、時間をかけて通常のロータ
リークラブへと育てたいという時に作ります。そのため例
会時間や年会費など入会のハードルを低く設定でき若い
会員候補の入会が促進できます。衛星クラブ会員は、通常
のロータリアンと同等の義務を負いまた、権利も与えられ
ています。会員数が20名を超えても「加盟認証」を必ずし
も受けなければならないということでなく、この形態でク
ラブを運営できる期間にも制限はありません。現在、世界
で113クラブ（３月10日現在）が誕生し、日本の第１号は東
京多摩ＲＣをホストに2014年６月６日認可された「東京
多摩せいせき衛星クラブ」（会員数18名、３月10日現在）
です。会員増強に衛星クラブやＥクラブの結成もご検討く
ださい。
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クラブ名 make-up 後
出席率

ホームクラブ 
出席率

例
会
数

会　員　数

7 月1日 2 月末 内女性
会員 増減

智 頭 87.88% 75.76% 3 12 10 0 ▲ 2
倉 吉 92.98% 81.58% 4 56 57 2 1
倉 吉 中 央 95.65% 59.42% 3 22 23 1 1
倉 吉 東 94.64% 69.04% 4 40 42 4 2
鳥 取 99.16% 83.40% 4 62 62 3 0
鳥 取 中 央 80.13% 78.21% 4 35 39 0 4
鳥 取 北 82.20% 79.06% 4 50 49 5 ▲ 1
鳥 取 西 89.00% 80.00% 4 48 50 0 2

計（8） 90.21% 75.81% 325 332 15 7
境 港 85.97% 75.16% 4 44 44 0 0
米 子 74.83% 49.21% 4 65 66 3 1
米 子 中 央 84.72% 83.46% 4 36 36 2 0
米 子 東 81.60% 66.90% 3 85 96 7 11
米 子 南 88.70% 70.00% 4 57 62 3 5

計（5） 83.16% 68.95% 287 304 15 17
松 江 90.48% 73.66% 3 66 70 0 4
松 江 東 91.06% 84.92% 4 59 63 0 4
松 江 南 88.43% 83.06% 4 64 64 4 0
松江しんじ湖 85.84% 72.10% 4 65 59 10 ▲ 6
隠 岐 西 郷 71.26% 64.37% 4 21 23 0 2

計（5） 85.41% 75.62% 275 279 14 4
平 田 88.05% 80.50% 4 44 44 2 0
出 雲 70.65% 63.59% 4 47 48 3 1
出 雲 中 央 74.03% 71.27% 4 45 46 3 1
出 雲 南 91.15% 78.85% 4 63 65 7 2
大 社 68.33% 60.83% 3 47 48 2 1

計（5） 78.44% 71.01% 246 251 17 5
江 津 74.07% 67.59% 3 32 36 2 4
浜 田 90.18% 73.87% 4 59 58 1 ▲ 1
益 田 98.61% 80.56% 4 18 18 1 0
益 田 西 91.57% 74.07% 3 31 27 3 ▲ 4
大 田 94.35% 81.45% 4 27 32 4 5

計（5） 89.76% 75.51% 167 171 11 4
井 原 89.75% 74.99% 3 42 42 3 0
笠 岡 94.80% 86.71% 4 51 51 0 0
笠 岡 東 93.75% 81.88% 4 38 40 1 2
新 見 83.33% 82.29% 4 25 24 2 ▲ 1
総 社 88.72% 77.95% 4 36 37 8 1
総社吉備路 91.27% 85.71% 4 32 33 2 1
高 梁 80.95% 73.81% 2 43 43 1 0
玉 島 97.50% 96.25% 3 27 27 1 0

計（8） 90.01% 82.45% 294 297 18 3

クラブ名 make-up 後
出席率

ホームクラブ 
出席率

例
会
数

会　員　数

7 月1日 2 月末 内女性
会員 増減

児 島 81.08% 65.81% 4 30 29 0 ▲ 1
児 島 東 95.59% 91.18% 4 18 19 0 1
倉 敷 96.95% 80.45% 4 88 92 0 4
倉 敷 中 央 78.79% 75.76% 3 13 14 3 1
倉 敷 東 97.22% 88.19% 4 39 39 4 0
倉 敷 南 86.42% 63.30% 4 60 60 5 0
倉 敷 水 島 82.35% 82.35% 3 21 21 0 0
倉敷瀬戸内 86.71% 77.48% 4 37 40 3 3

計（8） 88.14% 78.07% 306 314 15 8
真 庭 83.33% 72.73% 4 37 36 0 ▲ 1
美 作 92.48% 92.48% 4 36 34 1 ▲ 2
津 山 76.81% 63.48% 4 90 89 3 ▲ 1
津 山 中 央 83.87% 81.72% 4 24 23 2 ▲ 1
津 山 西 91.21% 88.76% 3 29 32 5 3

計（5） 85.54% 79.83% 216 214 11 ▲ 2
赤 磐 82.22% 68.89% 3 17 15 0 ▲ 2
備 前 71.55% 63.85% 4 60 58 8 ▲ 2
岡 山 90.97% 72.90% 3 107 110 0 3
岡 山 東 92.55% 86.79% 4 92 95 0 3
岡 山 北 西 83.56% 75.23% 4 56 56 3 0
岡山後楽園 79.17% 71.30% 4 52 54 0 2

計（6） 83.34% 73.16% 384 388 11 4
岡 山 旭 川 75.83% 69.77% 3 25 23 1 ▲ 2
岡 山 中 央 77.91% 65.85% 3 38 37 2 ▲ 1
岡 山 北 83.54% 61.59% 4 40 41 1 1
岡 山 南 89.01% 74.77% 3 154 160 16 6
玉 野 89.29% 74.29% 4 35 34 0 ▲ 1
牛 窓 86.67% 86.67% 3 5 5 0 0

計（6） 83.71% 72.16% 297 300 20 3
岡 山 備 南 91.27% 77.38% 3 31 33 2 2
岡 山 城 94.95% 85.57% 4 26 26 1 0
岡 山 岡 南 87.10% 69.11% 3 35 32 4 ▲ 3
岡山丸の内 81.82% 63.25% 4 38 42 2 4
岡 山 西 92.50% 75.00% 4 69 71 4 2
岡 山 西 南 85.14% 69.44% 4 58 59 4 1

計（6） 88.80% 73.29% 257 263 17 6

第
１
グ
ル
ー
プ

第
７
グ
ル
ー
プ

第
２
グ
ル
ー
プ

第
８
グ
ル
ー
プ

第
３
グ
ル
ー
プ

第
９
グ
ル
ー
プ

第
４
グ
ル
ー
プ

第
10
グ
ル
ー
プ

第
５
グ
ル
ー
プ

第
11
グ
ル
ー
プ

第
６
グ
ル
ー
プ

ク ラ ブ 数 67RC
7月1日現在会員数 3,054 名
2 月末日会員数 3,113 名
内　女性会員数 164 名
純 増 59 名

2 月 出 席 率
make-up 後 86.47%
ホームクラブ 75.47%

出席報告（2015 年 2 月）

先月号（Vol.10）
の訂正

●P５　年次寄付にご寄付いただいた方々
　　　　岡山後楽園RC （誤）小阪和也　→　（正）小坂和也
　　　　岡山中央RC （誤）河田龍介　→　（正）河田隆介
  （誤）渡邉浩哉　→　（正）渡邉浩哉
  （誤）山下龍子　→　（正）山下龒子   左記の通り訂正してお詫び申し上げます。　



■ガバナー事務所
〒 698-0033 島根県益田市元町 12-7　益田商工会議所 1F
TEL 0856-25-7269　FAX 0856-25-7268
E-mail：office@rid2690.com
HP：http://www.rid2690.com

（ホームページより PDF をダウンロードできます。）

寄付金速報 ―下半期も引き続き好調を維持―
　２月までの寄付金累計は前年同期と比べ4.0％増、約4,300万円の増加です。普通寄付金が2.5％増、特別寄付金が
4.9％増となりました。２月単月の寄付金は8,200万円と、直近６年間では２番目に高い金額となり、累計額も先月に引
き続き６年間の中で最高額を維持しています。多くのロータリアン、また、学友からのご支援により好調に推移して
います。引き続きご協力賜りますよう、よろしくお願いいたします。

ホームカミングの学友が各地区行事で活躍
　「ホームカミング制度」は、活躍する米山学友を各地区が招き、その活躍ぶりをロータ
リアンに広く紹介していただく制度です。地区でお世話いただいた学友だけでなく、他地
区出身の学友、日本国内在住の学友も対象になります。２月中旬から各地区で開催された
地区大会などに、この制度を通じて続々と学友が招かれ、交流を広げて、ロータリーとの
絆を深めました。
　第2580地区（東京・沖縄）の招へいで来日したのは、タイ米山学友会初代幹事のブサ
コーン・ホンヨックさん。２月17日の地区大会、翌18日の奨学生期間終了式に出席したブ
サコーンさんは、多くのロータリアンや奨学生と笑顔で交流しました。自らが実践する
「四つのテスト」の教えや職業奉仕など、ロータリーへの深い理解と感謝を述べたそのス
ピーチは、大きな感動を呼びました。

　第2760地区（愛知）の地区大会には、同じくタイ米山学友会で活躍するアヌチャー・ボ
リブーンさんが出席。２月22日に登壇して活動報告を行いました。アヌチャーさんは同地
区出身ということもあり、世話クラブの豊橋北ＲＣの例会に参加し、カウンセラーをはじ
め同クラブ会員との旧交を温めるなど、“里帰り”を満喫しました。
　また、第2730地区（鹿児島・宮崎）で３月７～８日に開催された会長エレクト研修セミ
ナーには、よねやま親善大使の楊小平さんが招かれ、スピーチを行いました。
　３月・４月も、第2500地区（北海道東部）のＩＭにジャンチブ・ガルバドラッハさん
（モンゴル）と崔一信さん（韓国）、第2700地区（福岡・佐賀・長崎）の地区大会に謝億
榮さん（台湾）など、「ホームカミング」で来日する米山学友がスピーチを行いました。

ドン       ウ       ソク


